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より小布施の “ 交流 ” によるまちづくりの現状を探り、
その実現状況を見ながら、市街化された地域、特に都心
において、文化・観光の拠点をつくる可能性について探
ることを目的とする（写真 1 ～ 3）。
2．小布施のまちづくり
　町の面積 19.07km2。県内一小さいこの町は明治期から
3 回合併を繰り返し「小布施町」となった。人口約 1 万









（写真 1 ～ 3：筆者撮影、2013.12.6）
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　小布施の内なる “ 交流 ” の場として、町民総出の大運
動会が開催されている。1956 年に始まったこの大会に
は全 28 の自治会、延べ 3,000 人以上の老若男女が集って
いる。交流の町である小布施のアイデンティティは、こ
の内なる “ 交流 ” から育まれ、これによって町民の結束
が一層強くなっている。
（5）「学ぶ」
　2012 年、「第 1 回小布施若者会議」が 3 日間開催され







株式会社 文化事業部 セーラ マリ カミングス氏へのヒ
アリング及び “ まち歩き ” を行っている。
（1）町役場担当者へのヒアリング
　2013 年 12 月 6 日（金）午前、町役場担当者（行政経
営部門・行政改革グループ）へのヒアリングを行った。
ここで改めて “ 観光 ” について投げかけたが、町として
は、決して “ 観光 ” ということだけでなく、“ 交流 ” とい
う視点で定住人口を増やしていきたいという気持ちが強
いことがわかった。
（2） 株式会社 文化事業部 セーラ マリ カミングス氏へ
のヒアリング






























写真 4（左）セーラ マリ カミングス氏による説明
写真 5（中）まち歩き（栗の小径）　　　　　　　
写真 6（右）まち歩き（オープンガーデン）　　　
（写真 4 ～ 6：筆者撮影、2013.12.6）
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　これは “ 外はみんなのもの、内は自分のもの ” という
概念から、住民と行政の役割を明確にし、①美しいまち














　小布施というと未だに “ 観光 ” ということに目を向け
がちだが、今回改めて調査・視察を行うことにより小布
施のまちづくりを “ 交流 ” という視点で捉えることによ
り “ 持続可能性 ” という点でまちづくりに大きな意義が
あることを再確認することができた。






ンの取り組みが、緑を活用した “ 交流 ” によるコミュニ
ティ形成の可能性を探る上でヒントを与えてくれる。
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